
【調査結果】
○ 大会数合計　424

○ 大会規模 ○ 出場者

○ 出場可能単位 ○ 大会方式

○ 大会の位置づけ（複数選択可）

○ 今後、スタッフ・審判を希望しない
　 顧問を除いた運営が可能か

○ 今後、スタッフ・審判に報酬を渡して
　 運営することが可能か

大会調査結果　まとめ（令和４年８月調査）

【調査概要】
○ 県競技団体を対象に以下の大会について調査した。

県スキー連盟、県スケート連盟、県陸上競技連盟、県水泳連盟、県サッカー協会、県テニス協会、県ボート協会、県ホッ
ケー協会、県ボクシング連盟、県体操協会、県バスケットボール協会、県ウエイトリフティング協会、県ハンドボール協
会、県ソフトテニス連盟、県卓球協会、県野球連盟、県相撲連盟、県馬術連盟、県フェンシング協会、県柔道連盟、県ソ
フトボール協会、県バドミントン協会、県ライフル射撃協会、県剣道連盟、県山岳連盟、県アーチェリー協会、県空手道
連盟、県なぎなた連盟、県ボウリング連盟、県レスリング協会、県銃剣道連盟、県クレー射撃協会、県アイスホッケー連
盟、県カヌー協会、県ラグビーフットボール協会

①県競技団体が主催・後援・主管・公認する県内開催大会
②令和３年度当初計画の大会（コロナ禍で中止・延期になった大会も含む）
③中学生・高校生を対象とした大会（中体連・高体連主催大会は除く）

○ 協力競技団体（35団体）
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